
国外への郵便物の直送について 

 

国外に長期滞在する人で、やむを得ず日本国内に代理人を指定できない場合は、希望により日本国内での代

理人を通さず、大学から直接国外の滞在先に郵便物を送ることができます。希望者は次を参照してください。 

 

１．国外への郵便物を直送する場合の条件 

①この取扱いは、年度単位（1年または半年）で申請を受け付けます。取扱期間の満了時は、更新手続をす

る必要があります。取扱期間中途に国外への郵送を中断する場合は、速やかに届け出てください。 

②国外への郵送物直送の取扱代金（国外発送手数料）は学生本人の負担とします（金額は下表参照）。申請

があった人に、国外発送手数料の納入のご案内を送付します。納入された代金は、郵送を中断しても返金

しません。 

滞在地帯 
第１地帯・第２地帯 

(アジア) 

第３地帯･第４地帯･第５地帯 

(オセアニア・カナダ・ヨーロッパ・ 
中近東・米国・中南米・アフリカ等) 

配本中 １年間 24,000円 52,000円 

半年間 12,000円 26,000円 

配本完了／休学中 １年間 15,000円 30,000円 

半年間 7,500円 15,000円 

 

③大学通信教育部からの郵送物は、EMS（国際スピード郵便）にて発送します。但し、EMS（国際スピー

ド郵便）の取扱いのない国や地域は、国際書留郵便等で発送します。 

④大学通信教育部からの郵送物は、一部の補助教材を除き、配本テキスト、添削済みレポート、科目試験

受験受付票等、日本国内の場合と同様です。 

⑤郵便事情により日数がかかる場合、および郵便事故等については一切配慮しません。 

⑥購入物（通信テキスト、スクーリングテキスト、レポート用紙、補助教材など）についての送料は、学

生本人の実費負担となります。 

 

２. 国外から郵便物を送付する際の注意点 

①レポート提出、科目試験の受験申込、各種手続等について、国外から直接大学宛に郵送できますが、国

外から郵送を行う場合、あらゆる申込みは消印有効ではなく、締切日「必着」です。 

②郵便事情により日数がかかる場合、および郵便事故等については一切配慮しません。 

 

３．国外からの送金方法について 

国外からの送金に関わる手数料は、全て学生本人の負担となります。 

日本国内の銀行に口座を所有し、ネットバンキングが利用できる環境にある場合は、そちらを利用して

振り込んでください。 

ネットバンキングをご利用できない場合、以下の注意点を確認のうえ海外送金をご利用ください。 

①国外から送金する場合、以下の手数料はすべて学生本人の負担になります。 

・送金する国外銀行窓口での手数料 

・経由銀行への手数料 

・日本（三井住友銀行）への手数料 

②慶應義塾大学通信教育部（受取人）が全額過不足なく受け取れるように、国外銀行窓口で確認のうえ

送金してください。銀行手数料の付加がなく送金額に不足が生じた場合、納入金額不備により手続き

が無効になることがあります。 

以上 


